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　私は，本学に特任教員として赴任して間もなく 7年になるが，本誌の編集委員を務めるように
なって 6年になる．タイトルにあるような呼びかけを皆さんにしたいと思ったのは，今号への投
稿申し込みは多数あったのに，原稿提出期限に間に合わず辞退されることになり，掲載に至った
のが 2人の方の研究論文とエッセイの，残念ながらわずか 2篇になったのが直接のきっかけであ
る．しかしながら，その 2篇には，これまで本誌に掲載された論文と同様，｢知 ｣と「知的自由」
に満ちていて，読んでいるとつい引き込まれる面白さがある．私が今から 8 年前に 60 歳定年退
職をした旧帝大の教養課程はリベラルアーツと呼ばれて，「知」の競演を経験し身に付ける課程
のように位置づけられ意義づけられてきたのが本誌を編集する過程で毎回のように思い起こされ
た．そういう点で，わずか 2篇はもったいない．本誌はいくつかある日本福祉大学の研究紀要の
中にあって，上述のような意味でユニークである．ジャンルも，通常の紀要では見られる「論
文・研究論文」「研究ノート」以外に，「エッセイ」「調査報告」「実践報告」「書評」「翻訳」「講
義録」「講演録」「鼎談」「セミナー・イントロダクション」｢ 資料 ｣ 等，多彩である．こうした
本誌への応募と掲載とそれをめぐる議論がもっと活性化され創造されることへの思いと願いを込
めて，「巻頭言」を書くことになった次第である．
　最後に，本誌がユニークな紀要になったのには，ちゃんとした理由があったのを，多彩なジャ
ンルを探しているときに本誌第 121 号（2010 年 3 月）の記事（執筆者は創刊時編集委員会を代
表して執筆に当たった当時本学教授の内野信行先生）に見つけたので，紹介しておきたい．私
は，こんな大事な記事を読むこともなく編集委員を引き受けているのはけしからんとの謗りを免
れないと思っている．
　その記事によれば，1999 年，本誌の創刊にあたる紀要の編集委員会にて当初の誌名「研究紀
要＜文化領域＞」の変更と編集大方針が議論され，次のようにまとめられ了承されたとのこと
だった．
＊ジャンルは自由で，自由に意見発表ができる紙面づくりにする．
＊編集委員会は権威主義的な対応ではなく，自由な発表を保証する．
＊可能な限り，世界や国内情勢，あるいは文化状況などを捉え，特集をくんでいくことにする．
（『現代と文化』第 121 号ⅴ）
　そして，本誌の新しい名称は，『現代と文化』となったという．また，20 世紀最後の年に刊行
された第 102 号（2000 年 3 月）の巻頭言の言葉を，『現代と文化』誌の使命・役割を表わす言葉
〈巻頭言〉
ユニークな紀要，｢知 ｣の競演誌『現代と文化』誌に多数投稿を
であるかのごとく紹介している．その言葉は，「……人間が過去に置き忘れてきた重要な「＜価
値」＞を再認識し，それを基軸に，21 世紀の社会システムを再構築していくための手段（武器）
を提供することにある．経済が主人公であった時代から，自然や人間が主人公になれる時代への
橋渡しのきっかけに……」というものであった．さらに，「時宜にかなった特集，イラク戦争勃
発時には＜戦争と平和＞を特集し，学園祭でシンポジウムを開催したこともあった．」と紹介し
ている．この記事の最後は，「『現代と文化』は，時代の荒波に抗してたくましく舵をとって進ん
でいる」と締めている．
　大変格調の高い記事である．最近は，科学技術の一層の高度化が急速に推進される一方で，人
文社会科学を軽視する傾向が強くなってきている．そんな中，高度化された科学技術は，人文社
会科学の光が当てられ批判的に吟味されることがなければ，巨大な凶器となりかねないと警告す
る声も学術の世界で聞かれ，議論されるようにもなってきている．『現代と文化』誌の役割はま
すます大きくなってきている．しかし，皆さん，上述の記事と私のコメントに緊張することな
く，どうかご自分を信じて，自由な発想や意見や解釈を本誌に投稿され，生産的建設的な議論の
創出・活性化にご協力頂けることを願ってやみません．
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